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2017(平成29)年度、龍谷大学世界仏教文化研究センター活動報告書をお届けします。

本研究センターでは本年度、全体事業として 2件の国際シンポジウムを企画しまし

た。一つは、「仏教をめぐる日本とタイ~修好 130年の国と人の交流に未来を探る.........J

と題したシンポジウムです。 9月に予定していましたが、残念ながら台風のため中止

となりました。しかし、その後タイのマハーチュラーロンコーン大学で開催された国際

会議を代替え事業として位置づけ本学から 2名が参加し、また本学でもタイから 2名

の研究者を招聴し小規模ながらも国際セミナーを開催することができました。もう一つ

は「チベットの宗教文化と究文写本研究Jです。本来、 10月に中国蔵学研究中心から

6名の研究者を招聴して国際シンポジウムを開催する予定でしたが、諸般の事情で日程

の変更を余儀なくされました。 12月になりましたが、延期して開催することができ、

チベットの仏教文化とサンスクリット写本の研究をめぐって、国内外の研究者が集い活

発な意見交換が行われました。文字通り、「雨降って地固まるJといったところです。

本研究センターが着実に仏教研究の国際的プラットホームとしての歩みをはじめ、研究

者間の交流が活性化しつつあることを実感します。

また今年度、 2件の学術交流に関する協定を新規に締結することができ、われわれ

にとって記念すべき一年となりました。 2017年 6月に中国・旅順博物館の王振寡館長

を本学に招き、 「大谷探検隊Jの収集品の調査研究にかかわって友好協定を結びまし

た。一方、 11月には旅順博物館において建館百年を記念して開催された国際学術セミ

ナーに、本学から入津崇学長を団長として 5名が参加し、 3名が研究発表を行いまし

た。さらに 2018年 1月には名古屋大学人文学研究科附属人類文化遺産テクスト学研究

センター(阿部泰郎センター長)と包括協定を結びました。今後、新たな研究の飛躍が

期待されるところです。

いよいよ今年度で 56年の歴史をもっ「仏教文化研究所Jは事業活動を終え、その役

割を世界仏教文化研究センターは完全に引き継ぎます。今年度、本研究センターの活

動にご理解を賜り格別にご協力をいただいた、学内外・国内外の研究者の皆様、そし

て円滑に研究活動ができるよう支えてくださった事務職員の方々に御礼を申し上げる

とともに、今後のさらなるご支援をお願し、申し上げる次第です。

2018年 3月 31日

センター長 能仁正顕
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ゃ センター長 。

能仁正顕 龍谷大学文学部教授

。副センター長令

鍋島直樹 龍谷大学文学部教授

1)基礎研究部門(教義的・歴史的・文化学的・文献学的研究)

楠淳詮(部門統括者) 龍谷大学文学部教授

1.親鷲浄土教総合研究班

杉岡孝紀(研究班長、研究代表者)、川添泰信、高田文英、玉木輿慈

川添泰信(研究代表者)、杉岡孝紀、高田文英、玉木興慈、那須英勝

深川宣暢(研究代表者)、井上見淳、井上善幸、岩田真美、打本弘祐、葛野洋明、貴島信行、

川添泰信、杉岡孝紀、高田文英、崩満也、武田晋、龍渓章雄、田畑正久、玉木興慈、殿内恒、

鍋島直樹、能美潤史、早島理、藤能成

2.西域総合研究班

三谷真澄(研究班長、研究代表者)、入海崇(研究代表者)、村岡倫(研究代表者)、石川知彦、市川良文、

岩田朋子、木田知生、岡田至弘、徐光輝、曽我麻佐子、中田裕子、福山泰子、村松加奈子

3.古典籍・大蔵経総合研究班

道元徹心(研究班長、研究代表者)、大谷由香、野呂靖、長谷川岳史

安井重雄(研究代表者)、和田恭幸

若原雄昭(研究代表者)、青原令知、岡本健資、楠淳護、能仁正顕、長谷川岳史、藤丸要、

三谷真澄、道元徹心
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4.仏教史・真宗史総合研究班

林行夫(研究代表者)、市川良文、中川修、中西直樹

5.特定公募研究

岩田朋子、岩田真美、岡本健資、嘉戸ー将、楠淳誼、龍渓章雄、中西直樹、中田裕子、

能仁正顕、野呂靖、藤原正信、東森勲

2)応用研究部門(社会的諸課題への応答・仏教の現代的意義の追求)

人間・科学・宗教オープン・リサーチ・センター(CHSR)

鍋島直樹(部門統括者、 CHSRセンター長、第三領域代表) 飽谷大学文学部教授

吾勝常行、井上見淳、岩田真美、井上善幸 (CHSR副センター長)、猪瀬優里、打本弘祐、

川添泰信、黒川雅代子 (CHSR副センター長、第一研究領域代表)、貴島信行、葛野洋明、

佐々木大悟、高田文英、武田晋、龍渓章雄、田畑正久、玉木興慈(第二研究領域代表)、殿内恒、

中平了悟、那須英勝、早島理、深川宣暢、藤丸要、能美潤史、若原雄昭(研究班長)

3)国際研究部門(国際的な発信と研究者交流)

那須英勝(部門統括者) 龍谷大学文学部教授

井上善幸、入海崇、岡本健資、木田知生、嵩満也、能仁正顕、藤能成、若原雄昭

世界仏教文化研究センター博士研究員、リサーチ・アシスタント

博士研究員

唐津太輔(国際研究部門)、金津豊(応用研究部門)

リサーチ・アシスタント

亀山隆彦(国際研究部門)、李憂寧(基礎研究部門)、大津絢子(応用研究部門)
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アジア仏教文化研究センター(BARC)

グループ 1(通時的研究班)ユニット A:日本仏教の形成と展開

楠淳鐙(センター長) 龍谷大学文学部教授

杉岡孝紀(ユニットリーダー) 龍谷大学農学部教授

入海崇、中川修、道元徹心、土屋和三、藤丸要、長谷川岳史、川添泰信、玉木興慈、

高田文英、村岡倫、渡遺久、蓑輪顕量、西谷功、大谷由香

グループ 1(通時的研究班)ユニット B:近代日本仏教と国際社会

中西直樹(グ、ループリーダー) 熊谷大学文学部教授

三谷真澄(ユニットリーダー) 龍谷大学国際学部教授

赤松徹民、龍渓章雄、岩田真美、能仁 E顕、市川良文、松居竜玉、林行夫、吉永進一、

大海広嗣、リチヤード・ジャブイ

研究フエロー

浅田正博、宮治昭

グループ2(共時的研究班)ユニット A:現代日本仏教の社会性・公益性

嵩満也(副センター長、グループリーダー) 龍谷大学国際学部教授

若原雄昭(ユニットリーダー) 龍谷大学文学部教授

藤能成、岡本健資、長上深雪、野呂靖、竹本了悟、マーク・ロウ

グループ2(共時的研究班)ユニット B:多文化共生社会における日本仏教の課題と展望

那須英勝(ユニットリーダー) 龍谷大学文学部教授

高田信良、小原克博、ダンカン・ウィリアムズ、本多彩

研究フエロー

桂紹隆、佐藤智水、鹿田デニス

BARC博士研究員

碧海寿広、桑原昭信

リサーチ・アシスタント

熊谷貴史、村上明也
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2017年 4月 27日 嬬祖信仰と文化令
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J&饗2，昔え会3長室場所:低~え号え守号令

宋建晩(清司学沈副校長〉講演者:

ど
会: 箸J康雄ag(;1t謡大学え学部教投〉。司

拶:能4ニ丘頬(札谷大学世界仏dtえ4t.&Jf克センター長)~挨

訳: 李受字〈比谷大学世界イほえイ切れシター臥}。通
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2017年 6月 22日 ドキュメンタリ ー映画『ブラジル仏教:TR主SJOlAS~ 
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2017年 9月 17日 仏教をめぐる日本とタイ~修好 130年の固と人の交流に未来を探る~
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令 2017年9月 17日 仏教をめぐる日本とタイ~修好 130年の固と人の交流に未来を探る~ 令
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-・・E理屋翠翠
2011年悼、 1887年に日本とタイが修得宮宮に舗閉して1~自にあたる。これを包怠して、仏誌を

めぐる日夕イ受誕の歴史について毘毘を深め、将来@研究や文化実況の国砲を双方向的に俊樹する国臨

シンポジウムを田健する。タイから肱仏歓教宵と研究、実毘と回9毒事集に鍵わる僧侶および在俗の白書、

活動誌を沼間し‘日本のタイ仏製を中心とする研究者、実践者と意見実践するとともに、両国の多元的

な仏教と社会の題担について祖互理解を深める。

-・・・_，，~
9月17日(日)仏教をめぐる日本とタイ

8:30 - 9:00 受付

9:00 - 9:20 開会

9:20...... 11 :45 {第一部調測

11 :45.... 12:45 休思

12:45-15:15 l第二部自演】

15:15-17:∞ 【第三部討埠】

17:00 閉会

-・・E雇彊軍司
田谷大学大宮キャンパスマップ

-・・E璽置墨書

俸制

アクセス
i .JR r京Cf; J i:n‘ S !l ~Fl0分(市パス1; 3 分}
コ医e r:1.:EJ Jr.から lñJtスF; 5 う~rモ士会文宮.);(rt.水広21宅 J 下取
京医 r七会J~台、らt1!.!'ft20分

ーと量で<":;'6IJ..ごGO<正i'."官.ι七‘ιa.リ lたし.，・

.1.>(-11，1 rcw凶 k拘 uk副 嗣 期 』 陶kは叩

不シンポジウム申込』のタイトルで、お名前と申込入車、電居醤号を毘入し申込ください.

・|ファックス 1015-1ω毛611 12入の上、送信してくださ同

2017年9月17日 仏教をめぐる日本とタイ~修好130年の固と人の交流に未来を探る~

フリガナ 人 敏

お名前 人

電話番号
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《・ 2017年 9月 28日、 10月 5日 仏教と聖地に関する総合的研究一聖なる表象とは何かー .:. 

C~("';:司 C~C~(;i~ c:.えC.RC~(スCミC.Rぞ.R('.RC.. ;~C.R C.R r~c:;~r.R C~C.RC~ [..jて~C~Ciミ C~C.i~ c..;~C~C~CJlC.R C~ c:.辺ぞJ1CJlC.Rぐ~ぐ五K.RC~CiミC.r_1 C..R(~c.えぐ必

仏教文化研究所第3回・第4図研究談話会
龍谷大学世界仏教文化研究センター公開研究会

龍谷大学仏教文化研究所共同研究プロジェクト

仏救}!愛泌氏周する総会鈎材先
J 

罰珊隅軍師柿耐間叩曜耐閥鵬I献開糊糊悩搬鵬輸糊隅陣季

2017年 9月 28
2017年 10月 5

日(木)13:151"v14:45 

臼(木)13:151"v14:45 

Y 

• 11M， 龍谷一学舎制限同研究室

一般来聴歓迎・予約不要・入場無料

-図書量麟鵬鱒階窓
@発表1I r南方熊舗が見た聖なる表象ー聖地週間山での体験とと壱にー』

hn>唐還太輔(龍谷大学世界仏教文化研究センター博士研究員)

( 発表2

-@発表3

ci発表4

@発表5

I r r繊の親餓j駒形成と確組程ー『御倒』か8近代ヘーJ

ul!> 大津絢子(箆谷大学世界仏教文化研究センターリサーチ・アシスタシト)

I r錦畏奈羅の時空間一立山量奈躍における地獄表現の諸相ーJ

協亀山隆彦(龍谷大学世界仏教文化研究セシターリサーチ・アシスタシト)

I r仏教説話にみる海@表象ー壱う一つの霊地像ー』

協李鍾寧(龍主主大学世界仏教文化研究セシターυサーチ・アシスタシト)

I r.な掠象としての災害モニユメシトと仏教書@役割』

b 金悪霊(龍谷大学世界仏教文化研究センター憎士研究員)

t(~時)"予
共催:龍谷大学世界仏教文化研究センター

寵谷大学仏教文化研究所 f仏教と聖地に閉する総合的研究-~なる表象とは伺カI'-J (代表;続淳認}

協力:龍谷大学アヲア仏教文化研究センター (BAR.C)

お問い合わt宝:075-343・3B12(飽谷大学位界仏敏文化研究官ンター) webザイト:http://r側bc.ryukolcu.ac. jpl 
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2017年 9月 28日、 10月 5日 仏教と聖地に関する総合的研究一聖なる表象とは何か一

C"'C~C.，.~~(コヨ~~C""C"，Cò1(コミ~C:弓 Cò1C"，C~C~(攻C.ß~C"，(コミ~c".c:弓Cえぐ正1~Cò1仁左Cコヨ C~C"' C:在~c".c:弓CえC"，C:弓C在C五~~(ミC弓cò1

l 発表者ブロ

発表1 r南方熊楠が見た聖なる表象一露地那智山での体験とともにーJ

唐漫太輔(配谷大学世界仏教文化研究センタ-1尊土研究員)

1978年生まれ.早稲田大学大学院社会科学研究科修了(悔士 〔学術))。早稲田大学社会科学部助手 ・助

教を経て現職。専門は哲学・倫理学、南方熊術研究。現在は、南方熊楠の思想と華厳思想、との接点を中

心に研究を行なっている。著芯に 『南方熊楠一日本人の可能性の極限ーH中公新l'!:2015王手)など。

発表2 r r越後の親信jをめぐる表象の形成と確立過程一 『御伝鈴』かS近代へ-J

大津絢子(富巨谷大学世界仏教文化研究セシターリサーチ ・アシスタント)

東京工業大学大学院社会理工学研究手咽値システム田畑士課程修了.I牡 (学術).真宗大谷派銀賞

仏教センター嘱託研究員を経て現職.専門{ま宗教社会学.続鼠の語られ方とその変涯を研究テーマとす

る.監修に 『親重量文学全集大正編第1巻石丸A吾平「人間続潟JH同朋舎新社2017年)ほか.

発表3 r参笛霊奈濯の時空間一立山霊奈震における地獄表現の諸穏-J

亀山隆彦(龍谷大学世界仏教文化研究センターリサーチ ・アシスタント)

1979年生まれ。舵谷大学大学院文学研究科仏教学専攻1お士課程修了(j碍土〔文学)) .米国仏教大学続

1専士研究員を経て、現総.専門は密教学、日本宗教学。研究テーマは、日本における密教思怨の展開。

主な論文に rr~都総決紗』の五怒号奈摺塁解J ( ff児教掌研究』第71号2015年)など.

発表4 r仏教説話にみ否海の表象ーもう一つの聖地像-J

李安寧(富E谷大学世界仏教文化研究センターリサーチ ・アシスタント)

1978年生まれ。大谷大学大学院文学研究科仏教文化専攻樽土後期課程修7.悔土 (文字)。大谷大学真

宗総合研究所嘱託研究員を経て現職.専門は仏教文字.特に日中の仏教説話集及び僧伝 ・往生伝類に注

目し.鰐誌字の視点からの比蹄再究を通じて.作品原形及び当時の仏教事情のi玩を目指している.主

な詮文に[既心開編成研究J (学位議幻015年)など.

発表5 r~なる表象としての災害モ二ユメシトと仏教蓄の役割j

金;塁豊(託谷大学世界仏教文化研究センター1尊士研究目)

1980年生まれs 紅谷大字大学院文学研究科仏教学専攻悠7.障害土 (文字).浄土真宗本願寺派総合研究

所研究員を経て現職.専門はインド仏教、宗教者によるケア。健樹をはじめとする中観思想研究、自然災

害や平和問題における宗教的課題に取り組む. rg主災復興支緩活動~宗教者としての字びと気づき~J ( 

『大法輪A2015年)など.
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4・ 2017年 12月 2日 チベットの宗教文化と焚文写本研究 令

Cx ，.，. ，.il '-" '-" (コヨ'"ヨC弓 ，-"Gヨ，.il，.il(J~G， C.ilC:弓 C.>1G，，-，，C:弓 CコヨC.il('JK.ilC:弓，-"GK.il，-'l C><(五~，.il (ミG，~C:弓，-'lGヨ，.，.，.ilC:在ぐえ C五K.il OヨO~ ，.，.

h 鶏揮 ・図面・，，~四国圃圃園田開底-，-ヘ

盟 諸冨週 刊ツトの宗教又化 9'30-12.15 

間会 ー 寝室説明ー開E仁ïElI買{自r~'}大学 IHヨ・ 1世界仏f;..X1u\~r~Cンヲー1<)

E空 j~ 入:害栄{自r i:'λ守管長)

発表

・哩~健'Ã 'il佐':"~ !，、守週刊}受} 多回答量育館ヲミ伊~R~王手足主調捻伝JIこ;苦かれ吾 rムクターラターのお

・き~一史(!V';'干r-1':fi駐停} 吉... tチベッド支ii:下の較1窒とチベットの仏守主

-字学竹 (q'rnE~ ，Ji l';由正'oJ!X録、 :CTRC:こ p}íÆまのCaluhst01ravivaranaとその{aの;;..:x写z;:について

・スダンシγキ・，r'l lS'伐人学准聖t~~ ~パーJ~現存のデ・ヴアナーガソー文字音写のチベツデ1書写本についての

1lJ納章二五重 t駅員F人常温Ilt) ii文で包存するアパマーカラグフ?の送作

貨な応答ディスカ yション往信佳 f再E3λ宇研究7ヱロー工島λ宇UH'問、
空会の習tW::室率縫E吉(~世大71'1.1量}

'ぇ、 l;ro ，，;. t 、 l\'H~ ，~
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.~・ 2017年 12月 2日 チベットの宗教文化と党文写本研究 令

C~C.iヨ0K~C~(;iミCコ~C-"ÌGなぞ~C-"ÌC-"Ì C-"ÌC.危ぐ~~C~C-"ÌC-"ÌÇ，1C-"ÌC-"ÌGミCえC~Cv~r$ic-"Ìc-"Ì c-"Ì C.:r1 C~C-"Ì C~(五まじヨぞ~C-"Ì ('xC~C.iョ C~('-"Ì('~('~C.弓ぐ~

寵耐震. 開催趣旨 11議議覇l
寵谷大学と中国富学研究中心は、 2011年に学街交誌の促進に関する協定を信び、チベットおよび仏教の

研究に関して相互の交流を盟ね、今回カt第三国自になります.

チベットに伝わる党文写本の研究拡現在どのような状況にあるのでしょうか。また歴史や宗教・文化の

研究はどうでしょうか。 2016年には、白谷大学が研究に協力をしてきた r五百頒般若経』党文写本の授町

テキストが、中国蔵学研究中心とオーストリア科学アカデミーにより出版されました。これを儀会に、日

本と中国のチベット学の現技を総合的に把置し、研究者の室見交設を遇して、今後の国際的な研究のあり

方について債討します。

Ryukoku University and 1tle Chlna TibetoloW Resecrch Centar concl凶凶theagrBemenl on倫epromotion of ccademic 

exchdnge on 2011. cnd hdve interchdng凶diversetd回sconcernmg凶1tlTibelcn cnd Buddhist Studies. This evenl wilJ 

be the third occasion for both institutions 10 have such in'eraclIon. 

Whdl lcind of silUation is the resecrch on Ihe Sdnskril mdnuscrapls inherited加Tibetcurrentty in? How CTe !he 

slUdies of Tibelan hisrory. retigion. cnd culture? The Chlna TibelOlogy Research Cenrer dnd Austridn Academy of 

Sciences p曲目sh凶Iherevised lex! of the Sanskrlt mcnuscripl or 1tle Pallcð~atika Prdjflapardmita on 2016. Ryukolcu 

University olso hds contributad ro rhis research projecf. We hope 10 lalce this opportunity ro comprehend The 

currenT situdtion of Tibetan S知diesin加thJdpdn and China. dclive!y exchdnge id回 s.ondexam加ehow The 

inlernational res回 rchprojects wUl be In Ihe fuωre. 

臨職騒警豆一11 アクセス I玄関機輔副

JR東海道本線・近鉄京都銀 r京都J 駅下車、北西へ徒歩的10分(市バス約3分)

京阪本館 r七条』駅下車、酉へ徒歩前20分

阪急京都本語『大宮J 駅下車、南へ徒歩約20分(市パス約5分)

宅.....

160 

....咽島.-



2018年 2月 11日 人類知のポリリズム一筆厳思想の可能性ー や

0<(コヨ0lC:弓仁王宝ο'~ 0lC.ヨ CコヨCコヨC-ilC:屯 ("<G弓 CコミC弓 Cコヨoヨoヨο弓C弐Cコヨ C~ C:弓C弓0，(五:l C-ilOlO，O~C-ilC:弓0， (コ"-ilG弓0，(コヨ C-il C.il仁王'<CJヨ C.il (ôヨ CJま0l

Research Center for World Buddhisl Cultures. Ryukoku University 
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2018年 2月 11日 人類知のポ リリズム一筆厳思想、の可能性一 令
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L62 

話通アクセス

・JR東海道本線・近鉄京都線 f京都j駅下車、

北西へ徒歩約10分(市バス約3分)

・京阪本線「七条j 駅下恵、 西へ徒~約20分

・阪急京言語本線 f大宮j駅下車、

南へ徒歩約20分(市パス約5分)



.:. 関連記事.:. 
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③
宗
教
的
内
部
者
で
あ
っ
て

も
客
観
的
な
研
究
を
行
っ
て

い
る
点
を
棋
げ
、
教
授
の
研

究
チ
!
ム
が
発
見
、
検
証
し

て
い
る
刻
経
の
解
統
に
日
本

の
研
究
が
役
立
っ
て
い
る
こ

と
を
報
告
し
た
。

阿
筒
を
受
慌
し
た
『
中
間

悌
教
石
鰹
l
四
川
省
』
は
全

ゼ

一

5
替
を
予
定
し
℃
お
り
、

2

一
会
一

ロ
演
一

0
2
1年
に
煩
撃
を
出
版

ダ
賦
一
す
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と
も

レ
る
一
報
告
。
「
授
鈍
に
よ
り
我
々
の

る
よ
一

あ
に
一
研
究
が
よ
り
世
界
で
知
ら
れ

で
授
一
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
感
謝

者
数
一
し
、
レ
ダ
ロ
!
ゼ
教
授
が
受

賞
車
一

受
孫
一
館
街
錨
の
統
巻
で
あ
る
『
中

の
惚
一
悶
仰
教
石
縦
l
四
川
省
』
第

関
関
一

3
巻
争
認
符
大
学
に
寄
附
す

加
劇
一
る
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
っ
た
。

一
孫
準
教
授
は
、
現
在
取
り

一
組
ん
で
い
る
四
川
省
若
山
寺

一
の
石
潤
仏
像
に
関
す
る
研
究

レ
ダ
ロ
!
ゼ
教
授
は
、
山
一
を
解
説
。
同
寺
の
石
窟
仏
像

斑
省
、
四
川
省
を
中
心

ρ
E
一
の
作
制
年
代
に
は
蹄
説
あ
る

た
刻
経
研
究
に
お
い
て
日
本
一
も
の
の
、
統
一
路
の
あ
る
仏

人
研
究
者
の
功
鮪
を
紹
介
一
像
訴
の
存
在
と
他
の
遺
跡
と

し
、
「
こ
の
分
野
で
は
日
本
の
一
の
関
連
性
か
ら
陶
宋
中
後
期

先
行
研
究
に
よ
る
と
こ
ろ
が
一
の
時
代
と
推
定
し
た
。
さ
ら

大
き
い
」
少
説
明
。
日
本
人
研
一
に
中
国
全
体
で
は
途
絶
え
て

究
者
の
特
徴
に
①
テ
キ
ス
ト
一
い
く
密
教
が
同
寺
の
「
密
教

問
訳
で
の
研
究
の
正
確
さ
②
一
柳
組
教
団
」
に
見
ら
れ
る
な

僧
侶
な
ど
の
宗
教
的
内
部
者
一
ど
の
特
徴
を
述
べ
、
当
時
の

で
あ
る
こ
と
が
あ
り
、
宗
教
一
密
教
信
仰
の
可
能
性
に
つ
い

的
な
意
図
を
理
解
し
て
い
る
一
て
も
話
し
た
。

龍谷大学

思
中田
国書
の筆
頭IE
経宝
石護
窟 25
を A

三五
回口

る

関
谷
大
学
世
界
仏
教
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー
と
胞
谷
大
学

仏
教
文
化
研
究
所
は
9
目、

京
都
市
下
京
区
の
岡
大
大
宮

学
合
で
沼
田
智
秀
仏
教
書
籍

優
秀
慌
の
受
鈍
者
に
よ
る
記

念
締
演
会
を
開
催
し
た
。

2

0
1
5年
に
悶
簡
を
受
賞
し

た
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ヂ
ル
ベ
ル

ク
大
学
の
ロ
l
タ
l
・
レ
ダ

ロ
i
ゼ
教
授
レ
託
京
大
学
考

古
博
学
院
の
孫
譜
教
授
が
中

閣
で
の
刻
経
、
石
潤
仏
像
の

研
究
に
つ
い
℃
話
し
た
。

同
備
は
、
毎
年
米
闘
で
精

査
さ
れ
、
英
舘
で
執
策
さ
れ

品
ル
仏
教
学
術
講
の
中
か
ら

選
定
さ
れ
る
も
の
で
、

2
0
一
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
カ
リ
フ

0
9年
に
附
仏
教
伝
道
協
会
一
才
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー

が
創
股
。
受
賞
者
に
は
償
金
一
校
で
、
記
念
腕
前
が
腿
谷
大

が
間
口
呈
さ
れ
る
他
、
受
賞
式
一
学
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

『仏教タイムス~ 2017年 10月 19日p.2



.:. 関連記事.:.・
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『中外日報~ 2018年 2月 11日p.4

2018年(平成3昨 )2月16日

車厳思想について屈す中沢氏(中央)

龍谷大で華厳思想シンポ

一
が
果
た
し
た
役
割
を
紹
介
。
一
一

一
父
の
串
雄
氏

(
1
9
2
8
1
二

一
2
0
0
7
)
が
中
沢
氏
ら
を
一
一

一
招
い
て
輔
厳
研
究
会
を
つ
く
一
-

一
っ
た
経
緯
に
触
れ
、
両
者
の
一

一
類
似
性
を
指
摘
。
「
前
慢
は
一

興
会
世
表
敬
文
化
研
一
語
っ
た
。
約
2
0
0人
義
一
人
間
の
脳
が
持
つ
ロ
ゴ
ス
一
「
全
て
の
事
象
は
関
係
性
で
一
全
く
異
な
る
も
の
の
、
妻
一

究
セ
ン
タ
上
詣
の
公
器
一
瞬
し
た
。
一
の
椴
能
は
人
工
知
能
で
完
全
一
成
り
立
っ
て
お
り
、
担
金
と
幅
広
議
で
き
な
い
と
一
-

究
会
「
入
額
知
の
ポ
リ
リ
ズ
一
「
レ
ン
マ
」
と
は
直
鵠
に
一
に
再
現
で
き
る
が
、
人
間
理
一
俸
を
無
視
し
て
存
在
で
き
な
一
す
る
車
厳
思
想
と
、
病
理
と
一
一

ム
l
霊
思
想
の
可
能
性
」
一
基
づ
く
鮪
宅
因
果
俸
に
一
解
の
主
に
は
レ
ン
マ
の
研
一
い
」
と
し
た
。
そ
し
て
盟
主
連
の
闘
護
委
争
心
理
で

が
日
目
、
京
都
市
下
京
区
の
一
基
づ
く
ロ
ゴ
ス
と
対
比
さ
れ
一
究
が
必
要
と
指
鏑
。
ギ
リ
シ
一
は
密
教
の
基
礎
理
輸
に
な
っ
一
療
法
は
似
て
い
る
。
ユ
ン
グ
士

同
大
大
宮
学
台
で
開
か
れ
る
。
東
氏
は
ロ
ゴ
ス
の
み
一
ャ
で
霊
し
た
ロ
ゴ
ス
に
対
吉
よ
う
に
日
本
の
器
産
五
警
以
上
に
震
は
日
手

た
。
思
想
家
の
中
沢
新
一
民
一
実
警
せ
た
現
袋
学
に

τ、レ
ン
マ
は
仏
教

2で
一
君
主
で
も
不
可
欠
だ
と
否
ン
グ
心
理
療
法
と
関
わ
:

が
「
レ
ン
マ
学
と
し
て
の
車
一
疑
問
を
持
ち
、
全
体
と
部
分
一
発
展
し
、
車
舷
や
般
若
思
想
一
語
っ
た
s

一
っ
て
い
る
」
と
分
析
し
た
c

厳
」
と
題
し
て
蹄
演
し
、
竺
の
華
鏡
く
襲
思
想
を
言
君
主
位
置
付
け
た
。
一
心
理
学
者
の
河
合
俊
震
一
同
大
の
車
厳
研
究
者
を
交

厳
思
想
の
心
理
学
と
の
関
係
一
取
文
れ
毒
自
の
「
レ
ン
一
霊
震
を
説
く
部
監
一
は
日
本
の
ユ
ン
グ
思
想
・
心
一
え
た
詰
も
行
わ
れ
た
。

や
現
代
社
会
で
の
可
能
性
を
一
マ
学
罷
援
を
事
レ
て
い
る
。
一
自
の
縁
起
思
想
に
皆
目
し
、
一
理
療
法
の
導
入
で
畢
厳
思
想
一
(
武
田
智
彦
)

直
観
に
基
づ
く
レ
ン

マ
重
視

中
沢
新
一
氏

日
本
の
精
神
文
化
に
不
可
欠
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『中外日報~ 2018年 2月 11日p.11

を
激
し
く
疑
う
仏
教
の
伝
統

か
ら
「
む
し
ろ
夢
の
方
が
欲

望
の
作
用
が
弱
く
、
正
し
い

窓
識
に
近
づ
け
る
と
の
考
え

方
が
あ
っ
た
」
と
も
述
べ
、

さ
ら
に
受
戒
滅
罪
の
儀
礼
と

連
動
し
て
い
た
と
の
見
方
も

示
し
た
。

十

い

る

。

内

容

は

天

界

に

行

つ

一
龍
谷
大
で
研
究
会
た
り
、
過
去
の
高
僧
と
会
つ

一
明
恵
上
人
の
夢
記
た
り
す
る
も
の
さ
震
が

'
日
日
に
龍
谷
穴
大
宮
学
金
池
の
岸
に
立
っ
て
池
を
見
て

，
(
京
都
市
下
京
区
)
で
開
か
い
る
」
と
概
念
を
擬
人
化
し

れ
た
華
厳
思
想
に
関
す
る
公
た
も
の
ま
で
あ
る
。

開
研
究
会
で
、
野
呂
靖
・
間
野
呂
氏
は
「
仏
の
現
実
性

大
准
教
授
は
日
本
華
厳
宗
の
を
ど
の
よ
う
に
実
感
す
る
一

中
興
の
祖
と
い
わ
れ
る
明
恵
か
」
と
い
う
悶
恵
の
問
題
窓

上
人

(
1
1
7
3
1
1
2
3
蹴
や
「
善
財
童
子
が
訪
ね
た

2
)
の
「
夢
記
」
に
つ
い
臼
人
の
醤
知
識
や
華
厳
宗
の

て
、
夢
を
通
し
て
華
厳
の
教
祖
師
に
実
際
に
会
う
」
と
い
ト

襲
と
歴
史
を
体
験
・
実
践
し
う
願
文
の
記
述
態
度
か
ら
、
一

よ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
華
厳
経
の
内
容
や
華
厳
宗
の

い
か
と
語
っ
た
。
歴
史
を
追
体
験
す
る
こ
と
が

明
恵
に
は
「
夢
記
」
と
題
夢
を
見
て
記
録
す
る
目
的
だ

す
る
も
の
の
他
、
手
紙
、
著
っ
た
と
分
析
し
た
。
夢
を
見

作
、
聞
き
宙
き
な
ど
約
4
7
る
方
法
を
訓
練
し
て
い
た
様

。
点
、
四
歳
か
ら
臼
歳
ま
で
子
も
あ
る
と
い
う

の
夢
の
記
録
が
確
認
さ
れ
て
ま
た
人
間
の
通
常
の
認
識

L
 

明
恵
は
「
夢
記
」
を
死
後

燃
や
す
よ
う
に
遺
言
し
て
い

た
が
、
現
存
す
る
の
は
遺
言

に
反
し
て
弟
子
が
秘
蔵
し
て

い
た
も
の
で
あ
り
、
他
に
も

残
っ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘

し
た
。一

方
、
心
理
学
者
の
河
合

俊
雄
氏
は
「
日
本
人
は
西
洋

人
や
現
代
中
国
人
に
比
べ
て

も
夢
の
象
徴
性
が
弱
い
。
し

か
し
悶
恵
の
夢
は
日
本
人
に

し
て
は
珍
し
く
象
徴
性
が
強

く
、
戒
律
を
非
常
に
厳
し
く

守
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い

か
」
と
語
っ
た
。
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